
住民や観光客等の移動円滑化や異分野との連携を通じた
移動需要の 創出に 取り 組み「 公共交通の利用 促進 」
「 九 州 観 光 の 振 興 」 「 多 極 交 流 の 実 現 」 を 達 成 す る
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九州MaaS
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「九州MaaS」これまでの検討経緯と今後のスケジュール
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イベント
チェック
ポイント
等

研究会

準備会

協議会

九州MaaSプロジェクト研究会
（8月～2023年５月・全7回）

九州MaaS構築提案（６月）
@＃４１九州地域戦略会議

九州MaaS
グランドデザイン承認（５月）
@＃４3九州地域戦略会議

九州MaaS実行組織準備会（7月～3月・全9回）

九州MaaSアプリ選定
官民費用負担の基本的枠組み
決定（10月） @＃４４九州地域戦略会議

グランドデザインに沿って具体化作業を進める
・優先交渉権者としてﾄﾖﾀﾌｨﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｽ㈱my routeを選定
・運営費用負担の按分協議 官：民＝1:1 国庫補助は民に充当で合意
・未参画事業者への参画呼びかけ
・協議会立ち上げ準備
・フィジカル施策、データ利活用、プロモーション、ナレッジ共有を検討するWG活動
・国交省補助金 申請準備

九州MaaSの目指す姿・社会実装
の基本構想＝グランドデザインの
策定作業を進める

計画策定
第１期中期

事業計画実施
第２期中期

事業計画実施

●夏サービスイン予定(8月)

取組内容検証・評価

【KPI】参画事業者

６０以上

【KPI】参画事業者

１００以上

GD計画終期
●九州MaaS協議会設立(4/1)

計画策定

・現行契約（各県単位）を九州MaaSへ一元化（4月）
（既存デジタルチケット商品は基本的にはそのまま移行)

・デジタルチケット造成等推進
・「九州周遊パス（仮称）販売開始

協議会創立総会(3/11)

●九州MaaS記者発表（6/４）
@＃４５九州地域戦略会議

●協議会臨時総会(4/1７)

スタートアップ支援期間
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「九州MaaS協議会」体制

2024年4月
「一般社団法人九州MaaS協議会」設立

現在各県に設置の実行委員会等は、
協議会と連携・協力し、
各県エリア内での事業を

引き続き推進
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九州MaaS協議会 第1回臨時総会

2024年4月1日 「一般社団法人九州MaaS協議会」を設立し、同4月17日全会員が参集した第1回臨時総会を開催いたしました。
九州運輸局長 吉永隆博様にご来賓代表挨拶を頂戴しました。

2024年4月18日 読売新聞朝刊
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「九州MaaS協議会」参画会員
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設立当初から、九州各県の陸・海・空の各モードの交通事業者に、多数ご参画を頂きました。
交通以外の事業者（観光関連・システム・損保・データ関連ベンチャーなど）にもご参画を頂いております。
今後も、参画の拡大を目指して取り組んで参ります。
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「九州MaaS協議会」役員

（五十音順　敬称略）

役職 所属役職

会長 会長

副会長 総合政策部長

理事 取締役常務執行役員

理事 専務執行役員

業務執行理事 事務局長

監事 専務理事

監事 事業本部長

倉富　純男 一般社団法人九州経済連合会

氏名 所属

金平　成市 九州旅客船協会連合会

里浦　徹 一般社団法人九州観光機構

重黒木　清 宮崎県

松本　義人 西日本鉄道株式会社

中川　信治 一般社団法人九州経済連合会

赤木　由美 九州旅客鉄道株式会社
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乗り継ぎ利便性向上(ダイヤ・路線の見直し、乗継の待合所改善 等)

二次交通の新規導入(AIオンデマンドバス・シェアモビリティ等)

インバウンド対応(多言語化等)、手ぶら観光(手荷物輸送)

© 2024  Kyushu Economic Federation. All Rights Reserved.

① 公共交通の利用促進① 公共交通の利用促進

② 情報発信② 情報発信

③ 移動環境の整備③ 移動環境の整備

④ 地域消費の拡大④ 地域消費の拡大

⑤ 他分野等との連携等⑤ 他分野等との連携等

ボーダレス・最適な経路検索・予約・決済・[事業者間]精算

観光施設や宿泊施設等と経路検索との連動

デジタルチケット造成(インバウンドの利用も想定)・利用状況分析

アプリアプリ

交通機関の遅れ・運休・混雑情報等の発信、代替ルート検索

お出かけ情報や授乳室・バリアフリー設備等の情報

定期券のオンライン発券も検討

地域間・事業者間の連携による宿泊日数や消費単価の向上に資するサービス

データ(乗降等)利活用 防災・エネルギー・貨物・医療等との連携

フィジカル
施策

フィジカル
施策

「九州MaaSグランドデザイン」に基づく202４年度実施項目
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ワーキンググループによる活動

「九州MaaS協議会」は九州で一体となったMaaS施策の戦略的な立案・実行に必要な実効性のある取り組みを推進。

→着実な取り組みの検討・推進のために、官民の各正会員からなる「ワーキンググループ」を設置。

九州MaaSによる繋がりを最大限に活かし、各WGにおいて好事例や知見の共有を交えて取り組みを推進。

各ワーキンググループの活動を通じて、人材育成にも貢献。

取り組みの具体例実施内容リーダーワーキンググループ名

デジチケ作成のレクチャー、
事例の共有、アプリ改修要望の集約

ボーダレス交通の実現に向けた企画乗車券（デジ
タルチケット）造成の推進

九経連

具体事例や補助金情報の共有
乗り継ぎの利便性向上・インバウンド対応といっ
た実運用面でのボーダレス化の側面支援

西鉄

具体事例の共有・活用検討船舶を絡めた連携策の検討九経連

具体事例の共有・活用検討航空・空港を絡めた連携策の検討九経連

具体事例や補助金情報や、次世代
モビリティに関する知見の共有

ファースト/ラストワンマイルの利便性向上に向
けた次世代モビリティ等の検討・導入推進の側面
支援

九経連

情報解禁に向けた諸準備、
ポータルサイトの立ち上げ

対外発表、ローンチ時のPR効果最大化・PR継続JR九州

観光地や商業施設といった目的地を絡
めた連携商品の企画検討

観光・商業などの他分野連携の推進
九州観光機構

JR九州

データ連携や活用事例、実績の共有
販売・利用データの収集・分析および利活用手法
の確立
運行情報のデジタル化推進

福岡県

リアルタイム運行データ整備に
向けた情報共有

Qバスサーチ廃止後の代替サービス検討西鉄

データ利活用WGデータ利活用WG

高速バス運行情報 サブWG高速バス運行情報 サブWG

プロモーションWGプロモーションWG

アプリ利活用WGアプリ利活用WG

ボーダレス推進WGボーダレス推進WG

葉の交通WG葉の交通WG

旅客船連携サブWG旅客船連携サブWG

航空・空港連携サブWG航空・空港連携サブWG

観光WG観光WG

ワーキンググループによる活動
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「九州MaaS」サービススタート日とプロモーションについて
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九州MaaSのサービス開始は「8月1日」とします。

以下の統一ビジュアルで、プロモーションを展開し、参画会員が協力し、利用促進、告知に努めてまいります。

①キャッチコピー及びロゴの作成①キャッチコピー及びロゴの作成

③九州MaaSウェブサイトの開設③九州MaaSウェブサイトの開設

④九州MaaS公式インスタグラム
の開設
④九州MaaS公式インスタグラム
の開設

⑤6月4日「九州戦略会議」での九
州MaaSサービスイン記者発表
⑤6月4日「九州戦略会議」での九
州MaaSサービスイン記者発表

②キャッチコピー及びロゴを使用
したチラシ・ポスター類の制作
②キャッチコピー及びロゴを使用
したチラシ・ポスター類の制作



交通事業者・県境を越えて拡がる九州MaaSのサービス

九州MaaSのスタートに向け、これまでの各県内で発売中のデジタルチケットに加えて、各県で新商品、事業者連携、
県境を越えた商品など、ラインナップが拡がります。九州MaaS開始後も、各地で「九州の統一アプリ“my route”を
活用し」「交通事業者の共創で更に便利な」「エリアを超えた広域周遊を推進につながる商品」を検討・発売して参りま
す。（※下表は九州MaaS開始に向けて設定する新たな商品内容のイメージ・現在検討/準備中）。
各商品の詳細は、準備が出来次第、改めて順次発表します。（公式HPを開設しお知らせする予定です。）
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国土交通省「新モビリティサービス事業計画」大臣認定について

「九州MaaS」の取り組みは、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく、全国初の「新モビリティサー
ビス事業計画」の大臣認定を受けました。

これにより、国土交通省の支援を受け、地方公共団体の交通関係部局や公共交通事業者に加え、MaaS アプリや新
たなモビリティサービスを開発する民間事業者等も含めた、多様な関係者による協議・連携の促進を図ることなど、
MaaSに関する取り組みを推進することが可能となります。



2030年度

（R12）
2029年度

（R11）
2028年度

（R10）
2027年度

（R9）
2026年度

（R8）
2025年度

（R7）
2024年度

（R6）
2023年度

（R5）

プラット
フォーム
選定

⑴
公
共
交
通
利
用
促
進

サービス
コンテンツ

参画者数

⑵情報発信

⑶移動環境整備
（フィジカル連携）

⑷地域消費の
拡大

データ
利活用⑸他分

野との
連携等

人材
育成等

⑹協議会運営

インバウンド対策
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九州MaaS 中長期スケジュール（イメージ）

九州共通
PFサービス
実装/展開

事業者や事業分野の垣根を越えたデジタルチケットの新規サービス拡大各県サービス
実装推進
広域連携検討

・持続可能な
スキーム検討

九州共通
PFサービス
選定/契約

協議会設立

再契約or
新契約

九州周遊パス
等のデジタル
チケット

各県実行委員会を通じた陸・海・空・航・新しい交通事業者への幅広い連携推進

人材育成、交通/観光業界ナレッジの保有/活用、ノウハウの継承の検討

国との資金/制度面対応、サービスプラットフォーム対応、運営に必要なナレッジ集約、調整

地域住民・国内外観光客へのサービス周知、アプリ上での情報発信

未展開エリアへの展開、サービスの拡充

・各県実行
委員会の糾合

福岡県でのPoCや「データ利活用WG」等の活動を通じて検討

ダイヤ、路線見直し、乗り場環境改善、乗り継ぎ案内・待合所の共通利用、バス停統一ナンバリングなど

100＋社局60＋社局

九州広域の交流人口活性化に資するサービスの検討

取り組み内容
検証・評価

JEWELS＋ 計画期間


